「主体的・対話的で深い学び」を実現する算数科学習指導（ 3 ）　―アクティブ・ラーニングを取り入れた効果的な問題解決学習を通して― by 鈴木 詞雄 & Norio SUZUKI
「主体的・対話的で深い学び」を実現する 
算数科学習指導（３）
－アクティブ・ラーニングを取り入れた
効果的な問題解決型学習を通して－
鈴木　詞雄
1 　研究のねらい
　2020 年に施行される新学習指導要領における大きな指針の 1 つは、中央教育審議
会答申に盛り込まれた「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」で
ある。溝上慎一（2014）が提唱している「アクティブラーニング」や松下佳代（2015）
が提唱している「ディープ・アクティブラーニング」の考え方を基盤にしながらも、
より限定的な形で「主体的・対話的で深い学び」という文言を用いている。では、算
数科の授業における「主体的・対話的で深い学び」とは、どのような授業の中で、ど
のように行われるものを指すのであろうか。小学校教員と連携しつつ考えた授業のポ
イントと指導案を示す。
　ベースとするのは、子どもが自ら課題ととらえ、自力解決し、集団で考えを練り合
い、よりよい解決にしていく問題解決型授業である。子どもたちは自ら課題を設定し、
解決することで、わかる喜び・できる楽しさをより強く味わうことができる。それが
「主体的・対話的で深い学び」になるには、子どもの気づきや考えを大切にし、子ど
もの言葉で授業を創る必要がある。そして小集団交流を取り入れることで、より多く
の子どもたちが内化と外化を繰り返すことができ、効果を高めることができる。
　例として、第 5 学年の単元「四角形と三角形の面積－面積の求め方を考えよう－」
の授業（第 10 時）を提案する。
2 　研究の方法
 （ 1 ） 工夫点と期待する効果
　前回までの論文で課題としてきた、協同学習の手法である「ラウンド・ロビン」と
「ジグソー」を教材に合わせて使い、検証を行う。
　①　工夫点 1 　小集団交流を取り入れた問題解決型学習
　「問題提示→めあての設定→見通し→自力解決→小集団交流→全体共有→まとめ」
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という学習の流れを基本とすることで、問題解決能力を高めると共に「主体的・対話
的で深い学び」を実現する。
　②　工夫点 2 　魅力ある教材
　身近な問題や算数的活動を必要とする問題などを設定することで、子どもの意欲を
高めると共に、必要感をもたせる。
　③　工夫点 3 　既習事項を基にした問題提示と解決の見通し
問題提示の際、既習事項との共通点や相違点を考えさせることで、解決の見通しが立
ち、「主体的な学び」ができる。
　④　工夫点 4 　子ども自身によるめあての設定
　問題を理解させた後、前時の問題との比較などを通して、子どもたち自身にめあて
を考えさせることで、「主体的な学び」ができる。
　⑤　工夫点 5 　自力解決の充実
　子どもたちが自分の考えを自由に表現でき、すぐに共有できるように作戦名（○○
作戦）や求め方を書き込めるワークシートを用意する。ワークシートの上半分には方
眼紙にかかれた図、下半分には作戦名や求め方（式・説明など）を記入するようにす
る。時間を短縮することにより、内化と外化を繰り返す時間を確保する。
　⑥　工夫点 6 　小集団交流
　協同学習の手法である「シンク・ペア・シェア」や「ラウンド・ロビン」の考え方
を取り入れ、意図的にグループ編成したペア・トリオ・カルテット学習を行う。自分
の考えとの共通点や相違点を考えながら意見を交流することで、「対話的な学び」が
実現する。
　⑦　工夫点 7 　子どもの言葉をつなぐ全体共有
　全体共有の場面では、友達が考えた式や図を読み取り、説明する活動をすることで、
友達の考え方に主体的に関わっていくことができるようになる。また、様々な考え方
を共有することで、「深い学び」が実現する。
　⑧　工夫点 8 　教材に合わせた話し合いの視点
　算数科の学習には、オープンエンドのものとクローズエンドのものがある。オープ
ンエンドのものは多様性を評価し、クローズエンドのものは一般化と簡潔明瞭を評価
する。今回はオープンエンドで広がった子どもたちの考え方を、クローズエンドで公
式に収束させる必要がある。多様な考え方から共通する考え方を抽出し、公式を導き
出す過程を通して「主体的・対話的で深い学び」を実現する。
　⑨　工夫点 9 　子どものモチベーションを高めるジグソー
　 4 ～ 5 人のグループ（生活班）で分担した、求め方ごとのグループ（専門家グルー
プ）を作る。専門家グループで深めた内容を生活班で互いに教え合う。全員がモチベー
ションを高めた状況で外化でき、「主体的・対話的で深い学び」を実現できる。
－ 184 －
創価大学教育学論集　第 71 号：鈴木
3 　研究の内容
（ 1 ） 単元計画
　「研究の方法」で述べた 9 個の工夫点を用いた授業を提案する。単元は、第 5 学
年「四角形と三角形の面積－面積の求め方を考えよう－」（教科書『新しい算数 5 』
東京書籍）である。単元計画を載せておく。
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（ 2 ） 提案授業
　提案する授業は、前述の単元計画の第 10 時である。「ひし形の面積を求める公式を
つくり出し、それを適用して面積を求める」ことが、目標である。次ページにねらい
と展開例を載せておく。
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4 　考察
（ 1 ） 成果
　具体的なデータは掲載できないが、以下の 9 個の工夫点は概ね期待する効果を生
む可能性があることが分かった。
　①　工夫点 1 　小集団交流を取り入れた問題解決型学習
　「問題提示→めあての設定→見通し→自力解決→小集団交流→全体共有→まとめ」
という学習の流れを基本とすることで、問題解決能力を高めると共に「主体的・対話
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的で深い学び」を実現する可能性がある。
　②　工夫点 2 　魅力ある教材
　身近な問題や算数的活動を必要とする問題などを設定したことで、子どもの意欲を
高めると共に、必要感をもたせることができた。
　③　工夫点 3 　既習事項を基にした問題提示と解決の見通し
　問題提示の際、既習事項との共通点や相違点を考えさせることで、解決の見通しが
立ち、「主体的な学び」ができた。
　④　工夫点 4 　子ども自身によるめあての設定
　問題を理解した後、前時の問題との比較などを通して、子どもたち自身にめあてを
考えさせることで、能動的で「主体的な学び」ができた。
　⑤　工夫点 5 　自力解決の充実
　子どもたちが自分の考えを自由に表現でき、すぐに共有できるように作戦名（○○
作戦）や求め方を書き込めるワークシートを用意した。時間を短縮することにより、
内化と外化を繰り返す時間を確保することができた。
　⑥　工夫点 6 　小集団交流
　協同学習の手法である「シンク・ペア・シェア」や「ラウンド・ロビン」の考え方
を取り入れ、意図的にグループ編成したペア・トリオ・カルテット学習を行った。自
分の考えとの共通点や相違点を考えながら意見を交流することで、「対話的な学び」
が実現した。
　⑦　工夫点 7 　子どもの言葉をつなぐ全体共有
　全体共有の場面では、友達が考えた式や図を読み取り、説明する活動をすることで、
友達の考え方に主体的に関わっていくことができるようになる。また、様々な考え方
を共有することで、「深い学び」が実現する可能性がある。
　⑧　工夫点 8 　教材に合わせた話し合いの視点
　今回の教材は、オープンエンドで広がった子どもたちの考え方を、クローズエンド
で公式に収束させるものであるため、多様な考え方から共通する考え方を抽出し、公
式を導き出した。「主体的・対話的で深い学び」を実現する可能性がある。
　⑨　工夫点 9 　子どものモチベーションを高めるジグソー
　専門家グループで深めた内容を生活班で互いに教え合うことができた。多くの子ど
もたちがモチベーションを高めた状況で外化でき、「主体的・対話的で深い学び」を
実現できる可能性がある。
（ 2 ） 課題
　・ この授業の緻密なデータ収集と分析をすることにより、より多くの成果と課題を
残すことができると考える。
　・ 協同学習の他の手法である「特派員」などを教材に合せて使うことで、大きな効
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果を発揮する可能性がある。検証を行う必要がある。
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Study Guidance in Elementary Mathematics 
Aimed for Realizing “Self-directed, Interactive, 
and Deep Learning”(3): 
Through an Effective Problem-based Learning Strategy Integrating 
Active Learning
Norio SUZUKI
　One of the main principles presented in the new government curriculum guideline coming 
into effect in 2020 is “self-directed, interactive, and deep learning,” which also is illustrated in 
the report submitted by the Central Education Council. The author, by receiving support from 
elementary school teachers, conceptualized an instructional strategy which enables “self-
directed, interactive, and deep learning” in elementary mathematics. The author proposed total 
nine strategic points for pupils’ achieving “self-directed, interactive, and deep learning” In 
addition, the author exemplified a five grade class math lesson plan dealing with the area of a 
quadrangle and triangle.
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